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菅
義
偉
前
総
理
の
退
任
表
明
後
に
実

施
さ
れ
た
党
総
裁
選
で
、
岸
田
文
雄
新

総
裁
が
誕
生
し
た
。
新
内
閣
で
、
大
野
支

部
長
は
経
済
安
全
保
障
や
防
災
等
を
担

当
す
る
内
閣
府
副
大
臣
に
任
命
さ
れ
、

直
後
の
第
４
９
回
総
選
挙
で
４
選
を
果

た
し
た
。
改
め
て
決
意
を
伺
う
。 

 ■
政
治
の
信
頼
と
党
改
革 

聞
き
手…

８
月
初
旬
頃
か
ら
政
権
運

営
に
混
乱
が
見
え
、
国
民
の
政
治
に
対

す
る
信
頼
が
揺
ら
い
だ
。
中
堅
若
手
を

中
心
に
信
頼
回
復
の
た
め
の
仕
組
み
作

り
（
党
改
革
）
を
訴
え
る
「
党
風
一
新
の

会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
た
と
聞
く
。 

大
野…

中
堅
若
手
十
人
前
後
で
意
見

交
換
と
し
て
始
め
、
断
続
的
に
会
合
を

開
い
た
。
改
革
提
言
を
出
す
方
向
で
検

討
し
て
い
た
が
、
最
後
に
は
自
ら
の
手

で
改
革
し
よ
う
と
の
話
に
な
っ
た
。
そ

し
て
党
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
骨
格
と

し
て
、
あ
る
べ
き
総
裁
選
の
姿
な
ど
を
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
訴
え
た
。 

説
明
不
能
な
政
局
は
信
頼
を
失
う
。

我
々
の
思
い
は
、
国
民
に
開
か
れ
た
政

治
の
実
現
だ
。
説
明
責
任
が
最
重
要
課

題
だ
。
政
治
は
全
て
が
説
明
可
能
に
は

な
ら
な
い
。
し
か
し
説
明
可
能
性
を
高

め
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。
我
々
が
、
今

回
は
派
閥
の
縛
り
か
ら
の
解
放
を
求
め

た
の
も
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
た
め
で
あ
り
、

開
か
れ
た
政
治
の
た
め
だ
。
岸
田
総
裁

は
総
裁
選
で
最
初
に
党
改
革
を
訴
え
た
。

大
い
に
共
感
し
て
い
る
。 

 
 

              

     

■
経
済
安
全
保
障 

聞
き
手…

経
済
安
全
保
障
を
所
管
す

る
内
閣
府
副
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
。
ま

ず
は
決
意
を
伺
い
た
い
。 

大
野…

国
際
秩
序
が
劣
化
し
て
い
る

が
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
高
度
技
術
の
進
歩
、

国
際
分
業
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
深

化
や
、
安
全
保
障
技
術
の
裾
野
の
拡
大

な
ど
に
よ
り
、
国
際
社
会
は
過
去
に
な

い
程
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

や
米
中
対
立
な
ど
で
そ
う
し
た
リ
ス
ク

が
顕
在
化
し
た
。
世
界
的
に
経
済
的
側

面
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
半
導
体
や
必
須
医

薬
品
の
安
定
供
給
、
軍
事
転
用
可
能
な

技
術
の
流
出
、
経
済
的
外
交
圧
力
な
ど

に
備
え
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。
岸
田
政

権
の
最
重
要
政
策
で
あ
る
以
上
に
、
国

際
社
会
の
必
須
課
題
だ
。
実
は
着
任
前

か
ら
党
新
国
際
秩
序
創
造
戦
略
本
部
で
、

小
林
鷹
之
事
務
局
長
（
当
時
）
（
現
大

臣
）
の
下
、
事
務
局
次
長
と
し
て
戦
略

策
定
に
相
当
な
時
間
を
か
け
て
携
わ

っ
た
。
副
大
臣
と
し
て
小
林
大
臣
を
全

力
で
支
え
、
国
際
秩
序
の
維
持
強
化
に

努
め
た
い
。 

                         

■
防
災
・
国
土
強
靭
化 

聞
き
手…

二
之
湯
智
大
臣
の
下
で
防

災
や
国
土
強
靭
化
等
の
危
機
管
理
も
所

管
す
る
と
聞
い
た
。
防
災
分
野
に
お
け

る
我
が
国
の
課
題
は
何
か
。 

 

大
野…

国
家
の
危
機
管
理
は
最
重
要

視
し
て
い
る
。
何
が
あ
っ
て
も
安
心
安

全
を
お
届
け
で
き
る
体
制
の
構
築
に
緊

張
感
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
。 
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防
衛
大
臣
政
務
官
在
任
中
に
得
た
現

場
で
の
経
験
を
最
大
限
生
か
し
た
い
。 

課
題
は
、
防
災
デ
ジ
タ
ル
化
と
対
処

の
迅
速
化
や
合
理
化
を
政
策
面
で
確
立

す
る
こ
と
。
そ
れ
に
加
え
、
防
災
上
の

発
災
シ
ナ
リ
オ
は
経
済
安
保
戦
略
上
の

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
の
一
部
に
入
る
の
で
、

両
者
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
接
続
さ
れ
る
よ

う
俯
瞰
的
に
取
り
組
み
た
い
。 

一
方
で
、
防
災
と
い
う
概
念
が
、
近

年
多
発
す
る
自
然
災
害
に
対
し
て
、
被

災
後
に
ど
の
よ
う
に
国
民
の
安
心
安
全

を
担
保
す
る
の
か
に
着
目
し
た
も
の
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
国
土
強
靭
化
は
、
災

害
が
発
生
し
な
い
た
め
の
、
ま
た
は
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
の
、

主
に
ハ
ー
ド
面
で
の
備
え
だ
と
理
解
で

き
る
。
た
だ
で
さ
え
老
朽
化
が
進
む
イ

ン
フ
ラ
だ
。
前
菅
政
権
で
確
立
い
た
だ

い
た
異
例
の
５
か
年
計
画
が
あ
る
。
予

算
獲
得
と
着
実
な
実
施
に
努
め
た
い
。 

■
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
健
康
医
療
な
ど 

聞
き
手…

そ
の
他
に
多
く
の
分
野
を

所
掌
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。 

大
野…

年
初
に
３
か
月
以
上
費
や
し

て
党
で
提
言
し
た
ワ
ク
チ
ン
開
発
戦
略

は
、
今
回
所
掌
す
る
内
閣
府
健
康
医
療

本
部
の
所
管
だ
。
自
分
で
提
言
（
党
）

し
自
分
で
受
け
取
る
（
政
府
）
形
だ
。

ま
た
、
領
土
、
宇
宙
、
海
洋
、
科
学
技

術
、
日
本
学
術
会
議
も
入
る
。
い
ず
れ

も
党
内
で
政
策
立
案
に
携
わ
っ
た
。
熱

意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。 

             

■
宇
宙
資
源
法
と
月
面
ビ
ジ
ネ
ス 

 

聞
き
手…

宇
宙
資
源
法
成
立
な
ど
に

向
け
て
、
小
林
大
臣
と
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
き
た
。
宇
宙
利
活
用
の
可
能
性
は
。 

大
野…

有
人
宇
宙
飛
行
を
達
成
し
、

ア
ポ
ロ
計
画
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
丁
度

六
十
年
が
経
っ
た
。
そ
し
て
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
初
飛
行
か
ら
四
十
年
、
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
約
二
十
年
が

経
つ
。
一
方
、
日
本
で
は
、
宇
宙
を
科

学
探
査
の
み
な
ら
ず
産
業
や
安
全
保
障

と
し
て
捉
え
た
宇
宙
基
本
法
の
制
定
か

ら
十
三
年
だ
。
こ
の
十
三
年
は
宇
宙
空

間
に
と
っ
て
劇
的
な
変
化
だ
。 

最
近
で
は
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
Ｘ
と
い
う
民

間
企
業
に
よ
る
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
が
有

名
だ
が
、
宇
宙
開
発
利
用
が
政
府
主
導

か
ら
民
間
主
導
に
移
っ
た
時
代
だ
。
実

際
に
、
宇
宙
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
世
界
で
千

社
以
上
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
は
一
兆
円
以

上
、
市
場
規
模
は
四
十
兆
円
以
上
と
言

わ
れ
る
。
明
ら
か
に
百
兆
円
市
場
が
見

え
て
い
る
。
日
本
で
も
、
一
昔
前
で
は

考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
資
金
調
達
を

市
場
か
ら
実
施
し
て
い
る
企
業
も
多
数

あ
り
、
未
確
認
な
が
ら
日
本
の
宇
宙
ベ

ン
チ
ャ
ー
は
四
十
社
を
超
え
る
と
言
わ

れ
る
。
こ
の
流
れ
は
、
地
方
創
生
へ
の

活
力
に
も
成
る
。
実
際
に
、
大
分
県
、

山
口
県
、
茨
城
県
、
北
海
道
大
樹
町
、

和
歌
山
県
串
本
町
は
、
自
治
体
自
ら
宇

宙
開
発
利
用
の
旗
を
振
り
、
産
業
振
興

を
行
っ
て
い
る
。
宇
宙
を
意
識
し
た
地

方
活
性
化
に
躍
起
だ
。 

政
府
や
議
会
も
民
間
の
活
動
を
後
押

し
す
る
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
て
き
た
。

宇
宙
基
本
法
以
降
、
宇
宙
活
動
法
や
、

小
林
大
臣
と
努
力
し
て
成
立
さ
せ
た
宇

宙
資
源
法
な
ど
だ
。 

今
こ
そ
、
な
ぜ
宇
宙
な
の
か
、
な
ぜ

月
面
な
の
か
を
再
確
認
し
共
有
し
た
い
。

そ
れ
は
、
単
に
夢
と
か
希
望
と
い
う
、

そ
れ
は
そ
れ
で
必
要
な
価
値
を
超
え
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
だ
。
月
面
産
業
ビ

ジ
ョ
ン
は
そ
の
一
つ
だ
。
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
共
有
さ
れ
、
本
格
的
な
宇
宙
利
活

用
時
代
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。 

        

■
第
４
９
回
衆
議
院
選
挙
を
終
え
て 

 

聞
き
手…

今
回
の
選
挙
も
公
務
で
地

元
に
戻
れ
な
い
選
挙
戦
と
な
っ
た
。
更

に
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
異
例
の
選
挙
様
式

と
な
っ
た
。
振
り
返
っ
て
感
想
を
。 

大
野…

前
回
選
挙
で
は
主
に
北
朝
鮮

ミ
サ
イ
ル
対
応
と
い
う
危
機
管
理
の
任

務
で
期
間
中
の
半
分
以
上
が
拘
束
さ
れ

た
。
今
回
こ
そ
は
と
思
っ
て
い
た
が
、

今
回
も
３
割
程
度
地
元
を
離
れ
る
選
挙

戦
と
な
っ
た
。
選
挙
と
は
、
期
間
を
通

じ
て
有
権
者
の
皆
様
に
思
い
を
伝
え
、

等
身
大
の
姿
を
評
価
い
た
だ
く
機
会
だ

と
思
っ
て
い
る
だ
け
に
、
忸
怩
た
る
思

い
だ
。
コ
ロ
ナ
対
応
に
し
て
も
、
感
染

拡
大
の
傾
向
に
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

集
会
に
ご
参
加
頂
く
こ
と
自
体
、
恐
縮

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
度
と
経
験
し

た
く
な
い
選
挙
戦
で
あ
っ
た
。
今
回
、

過
去
最
高
の
得
票
率
を
頂
い
た
が
、
投

票
と
い
う
も
の
は
、
投
じ
る
か
投
じ
な

い
か
の
二
元
選
択
だ
。
皆
様
の
思
い
の

中
に
は
中
間
的
な
も
の
も
あ
っ
た
は
ず

だ
。
そ
う
し
た
投
票
数
に
は
表
れ
な
い

皆
様
の
思
い
を
ど
れ
だ
け
想
像
で
き
、

思
い
を
馳
せ
ら
れ
る
か
が
、
政
治
家
に

と
っ
て
重
要
な
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

       
         

■
中
堅
議
員
、
４
期
目
の
覚
悟 

 

聞
き
手…

こ
れ
ま
で
の
３
期
９
年
に

亘
る
議
員
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

４
期
目
の
決
意
を
伺
い
た
い
。 

大
野…

初
当
選
以
来
、
政
策
一
本
や

り
で
活
動
し
て
き
た
。
こ
の
間
、
党
や

政
権
の
運
営
に
つ
い
て
有
権
者
の
皆
さ

ま
か
ら
厳
し
い
ご
意
見
を
頂
い
て
き
た
。

こ
の
経
験
の
結
論
は
、
ど
ん
な
優
れ
た

政
策
で
も
、
政
治
が
国
民
意
識
か
ら
乖

離
し
、
信
頼
を
失
っ
た
ら
、
い
か
な
る

政
策
も
実
行
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
れ
か
ら
は
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
政

治
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
依
然
と
し
て

一
部
に
残
る
旧
態
依
然
と
し
た
党
の
運

営
を
近
代
化
し
、
理
解
し
て
も
ら
え
る

政
治
、
で
き
れ
ば
納
得
い
た
だ
け
る
運

営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。 

重
要
な
こ
と
は
、
ま
だ
我
々
政
治
家

が
、
必
ず
し
も
信
頼
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
政
治
家
自
ら
が
し
っ
か

り
と
認
識
し
、
そ
の
こ
と
を
有
権
者
の

皆
様
に
お
伝
え
し
、
信
頼
を
得
ら
れ
る

た
め
に
す
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝

え
る
事
だ
。
昭
和
的
な
透
明
性
と
か
襟

を
正
す
と
か
だ
け
で
は
信
頼
を
頂
け
る

と
は
思
え
な
い
。
信
頼
頂
け
る
仕
組
み

を
築
く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
上
で
、
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
は
、

第
一
に
、
コ
ロ
ナ
で
疲
弊
し
た
経
済
社

会
の
て
こ
入
れ
だ
。
大
胆
な
景
気
対
策
、

業
種
経
済
対
策
が
必
要
だ
。 

第
二
に
は
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
第
六
波

の
可
能
性
も
含
め
、
感
染
症
だ
け
で
な

く
、
災
害
や
事
故
や
海
外
か
ら
の
経
済

的
外
交
圧
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に

備
え
た
危
機
管
理
だ
。 

第
三
に
、
日
本
の
国
力
向
上
だ
。
日

本
の
強
み
を
伸
ば
し
、
弱
み
を
解
消
し
、

産
業
構
造
を
世
界
の
潮
流
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
経
営
型
に
変
え
る
こ
と
で
、
成
長

か
無
駄
撲
滅
か
と
い
う
二
元
論
で
し
か

語
ら
れ
な
か
っ
た
成
長
と
分
配
の
好
循

環
を
、
新
し
い
資
金
循
環
構
造
を
創
る

こ
と
で
実
現
し
て
い
き
た
い
。 

４
期
目
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
全
力
で

国
の
為
、
地
域
の
為
、
挑
ん
で
い
く
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岸田総理と 9 都県市合同防災訓練 

時事問題や政治動向を独自の視点でいち早く

不定期で皆様にメールニュースとしてお届けし

ております。入退会は自由で、もちろん無料で

す。ご関心のある方は是非お試し下さい。 

西讃地域は太宝会、中讃地域は大志会として、

地域や日本のあるべき姿をご来場いただいた皆

様と共に議論する会です。奮ってご入会ご参加

ください。 

ポスター掲示や新聞配布等につき、地域でお

世話頂ける方を募集中です。また会費制の

ForumK 正規会員を随時募集中です（入会申込

書有り）。詳しくは WEB か事務所まで。 

産業界の決意を示
した月面産業ビジ
ョンを井上大臣（当
時）に申し入れ 

深夜の震災対応で内閣府
廊下を往来する大野氏 

岸田総裁から党公認証書を授与 

大野敬太郎支部長の活動に是非ご協力を！
(     ) 


